
令和３年度（第14回）「国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）」

ＰＲポイント
「まるで見学会に参加しているよう！」なクオリティを目指し制作。地元紙にも大きく取り
上げられ、仙台市が公開するWeb動画ランキングでも上位にランクイン。関東や関西方
面からも反響があり、海外からの研修員向けに英訳の準備も進んでいる。

応募事例名

応募団体名）仙台市

PR動画「のぞいてみよう！『杜の都れんが下水洞窟』」の
制作、公開
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コロナ禍の出口が見えない中、120年を経て、なお現役で市民の衛
生環境を守る貴重な下水道を知ってほしい、見てほしい、そんな思い
で発案しました。見学会用の台本を元に、限られた時間で杜の都れ
んが下水洞窟の歴史や機能だけではなく、下水道の仕組みの説明も
取り入れて、分かりやすい説明になるよう心掛けました。撮影では光
が入りづらく暗いことと、下水の流れる音の大きさに苦労しました。

予想以上の反響に驚いていますが、見学会再開後はより多くの方
に実物を見に来ていただきたいです。

功労者の
顔写真

明治32年日本で3番目の
近代下水道として建設

戦災や戦後の都市化による水質悪化、
宮城県沖地震などの災害を乗り越えて 2010年度

土木学会推奨
土木遺産に認定

2011年3月東日本大震災未来の下水道のため職員一丸となり
活用方法を検討
見学施設として整備を行った

沿岸部の浄化センターに大きな被害を受けながらも
下水道の使命である市民の衛生環境を守った

見学会には
多くの方が参加（延べ1738人）

新型コロナウイルス
感染症流行拡大に
より見学会の休止

動画制作、公開までの軌跡

そんな情熱で、絵コンテ・
台本作成、入念なロケハン
まで、すべて職員が行い、
撮影のほとんどは自撮りで
行いました。
（公開中です→）

「下水道を知ってほしい」


